
 

 

 

 

   

 

29日（木）4限に学年集会を行いました 
 

最近、携帯電話のＬＩＮＥ（ライン）によるトラブルなど、 

友達同士の中でいろいろな問題が起こっています。そこで、 

２９日（木）の４限に体育館で学年集会を開き、メールなど 

で人を傷つけることは絶対にやめようと言う話がありました。 

 

また、スクールカウンセラーの大下 勝さんから、心理学 

的な観点で、陥りやすい集団心理や気持ちの変化について 

話していただきましたね。 

 

①文字によるメールが複数の友達の中で行われている。ただ、メールは文字だけの世界なの

で、メールを送った人の感情がわからなかったり、ニュアンス（微妙な意味合い）がうま

く伝わらなかったりすることがあります。そのため、メールをもらった人は勘違いをして

内容を受け取り、友達関係が悪くなってしまうことがある。 

②1 人 1人の持っている雰囲気が大切です。ある 1 人のもっている雰囲気によって、周りに

いる人が同調し、集団全体の雰囲気が悪くなるという事態が起こる。また逆に、ある１人

のもっている明るい雰囲気によって、周りにいる人が同調し、集団全体の雰囲気が楽しく 

なるという事態も起こる。 

③いじめキャラやいじられキャラのように、集団の中でのポジションが決め付けられてしま

うと、その人達はそのキャラクターからぬけ出せなくなってしまう。 

 

大下さんのお話は、みんなの日常に近い例が取り上げられていたので、とても分かりやすか

ったと思います。また、こういったトラブルをなくすには、「意志」と「勇気」が必要だと、お話

の最後に話されていました。今回の学年集会をいい機会とし、自分自身をふり返り、友達との

関係づくりやこれからの学校生活にいかしてほしいです。 

 

 

6４期生 

1 年生学年だより 
豊中市立第五中学校 201５年 1０月３０日(金) No.28 


